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平
成
27
年
川
北
町
成
人
式
が
１
月
10
日
に
町
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
対
象
者
52
名
の
内
44
名
の
新
成
人
が
、
華
や
か

な
振
袖
姿
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
出
席
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年

川
北
町
成
人
式
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式
典
で
は
、
来
賓
、
町
関
係
者
の
盛
大
な
拍
手
の
中

を
新
成
人
が
入
場
。
前
町
長
が
「
川
北
町
に
生
ま
れ

育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
町
民
と
し
て
の
自
覚
を

胸
に
、
川
北
町
の
発
展
の
た
め
、
大
き
な
力
と
な
っ
て

頂
け
る
こ
と
を
期
待
致
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
男

子
代
表
の
喜
多
槙
哉
さ
ん（
橘
）、
女
子
代
表
の
買
手
千

晶
さ
ん（
橘
新
）に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
佐
々
木
紀
衆
議
院
議
員
、
作
田
毅
町
議
会

議
長
、
小
野
島
政
孝
教
育
委
員
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、

新
成
人
を
代
表
し
て
亀
田
祥
平
さ
ん（
草
深
）が
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
高
鍬
一
平
さ
ん（
中
島
）が
「
成
人
宣
言
」

を
読
み
上
げ
、
西
出
夕
起
子
町
女
性
協
議
会
長
よ
り
、

佐
田
久
瑠
美
さ
ん（
け
や
き
タ
ウ
ン
）に
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
記
念
行
事
と
し
て
、
新
成
人
ら
が
企
画
し

撮
影
し
た
映
像
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
校
時
代
の

懐
か
し
い
映
像
や
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
映

し
出
さ
れ
る
と
、
み
ん
な
ス
ク
リ
ー
ン
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。
昔
の
思
い
出
が
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
、
会
場
は
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
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地 区 名 区長 (町区長会役職 ) 自治公民館長 生産組合長
藤 蔵 塩　谷　　　進 森　　　良　治 堀　　　浩　吉
中 島 村　本　正　庸 (副会長 ) 早　瀬　　　優 吉　岡　公　次
サンハイム中島 　　　− 五　寳　法　夫 −
三 反 田 西　田　清　和 市　田　浩　二 西　田　　　渉
サンハイム三反田 湊　　　昌　三 滝　川　拓　明 −
け や き タ ウ ン 屋　敷　布治幸 寅　松　正　人 −
草 深 江　戸　正　則 (会　長 ) 土　村　泰　則 原　田　吉　和
下 土 室 大　口　正　洋 進　藤　義　教 坂　下　　　淨
ひ ば り タ ウ ン 齊　藤　真佐紀 松　本　　　淳 −
上 先 出 山　村　秀　俊 喜　多　清　吾 泉　　　恭　裕
下 先 出 上　登　正　人 中　村　　　豊 東　田　正　和
壱 ツ 屋 中　村　辰　男（幹　事） 長　戸　隆　昌 安　田　昭　浩
グリーンタウン 洞　　　正　勝 橋　場　茂　則 −
サンハイム川北 　　　− 風　穴　　　隼 −
与 九 郎 島 山　田　　　徹 山　田　重　宏 山　田　誠　彦
上 田 子 島 中　田　　　茂 村　上　清　将 米　田　將　信
下 田 子 島 三　島　正　孝 苗　代　浩　之 新　谷　正　次
舟 場 島 中　村　秀　信 吉　村　　　翼 丸　山　秀　明
木 呂 場 森　　　作　治 矢　野　　　茂 川　北　征　章
なでしこタウン 中　　　洋一郎 抜　田　清　和 −
木 呂 場 新 町 亀　田　　　功 森　岡　正　行 −

橘 中　村　勝　巳 (副会長 ) 西　　　利　章 池　田　行　夫
サ ン ハ イ ム 橘 　　　− 島　崎　　　崇 −
橘 新 中　出　　　覚 芳　田　美　和 中　村　義　明
朝 日 前　　　庄　治 田　中　博　司 田　中　博　司

木呂場区長
森　　作治

なでしこタウン区長
中　洋一郎

木呂場新町区長
亀田　　功

橘区長
中村　勝巳

橘新区長
中出　　覚

朝日区長
前　　庄治

上先出区長
山村　秀俊

下先出区長
上登　正人

壱ツ屋区長
中村　辰男

グリーンタウン区長
洞　　正勝

与九郎島区長
山田　　徹

上田子島区長
中田　　茂

下田子島区長
三島　正孝

舟場島区長
中村　秀信

藤蔵区長
塩谷　　進

中島区長
村本　正庸

三反田区長
西田　清和

サンハイム三反田区長
湊　　昌三

けやきタウン区長
屋敷布治幸

草深区長
江戸　正則

下土室区長
大口　正洋

ひばりタウン区長
齊藤真佐紀

なお、各地区の区長及び公民館長、生産組合長は次の皆さんです。（敬称略）

　平成 27年の新春を迎えた１月。各地区において役員さんが決まりました。
　このうち、今年第１回目の町区長会は１月 16日に役場で行われ、各区長の紹介や組織などに
ついて話し合いました。
　地区のまとめ役として、また町と地域住民のパイプ役として重要な役割を担う役員さん。今年
１年よろしくお願いします。

今年１年間よろしくお願いします
各地区の新しい役員さんです
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１
年
の
防
火
と
防
災
を
誓
う
川
北
町
消

防
出
初
式
が
１
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
横
中
庭
で
は
、
団
員
の
力
強
く
、

そ
し
て
、凛
々
し
い
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、

引
き
続
き
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
式

典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
前
町

長
が
「
こ
れ
か
ら
も
団
員
皆
様
の
ご
精
進

に
よ
っ
て
、
火
災
の
無
い
、
安
心
で
き
る

町
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
挨
拶
し
、
長
年
に
渡
っ
て
尽
力
さ
れ
て

い
る
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
、
下
帯
姿
の

消
防
団
員
に
よ
る
裸
放
水
が
行
わ
れ
、
今

年
１
年
の
防
火
と
防
災
の
願
い
を
込
め
た

鮮
や
か
な
水
柱
が
、
天
高
く
放
水
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で

す
。

◇
町
長
表
彰

☆
優
良
少
年
ク
ラ
ブ
表
彰

　

草
深
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

新
年
恒
例
の
川
北
町
新
春
書
初
め
大
会

が
１
月
５
日
に
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
保
育
所
児
童
か
ら
中

学
生
ま
で
約
１
３
０
名
が
参
加
し
、
練
習

の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。
書
の
課
題
は
、

「
手
取
の
春
」
や
「
ひ
ま
つ
り
」
な
ど
町

の
自
然
や
風
物
詩
な
ど
で
、
保
護
者
や
先

生
が
見
守
る
中
、
参
加
者
は
力
強
く
筆
を

走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
後
、
参
加
者
の
作
品
は
、
川
北

町
立
図
書
館
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
訪
れ

た
人
達
は
関
心
し
た
様
子
で
見
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
金
賞
を
受
賞
し
た
皆
さ
ん
の

名
前
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
13
日
に
、
中
島
小
学
校
の
児
童
全

員
に
よ
る
左
義
長
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地

元
の
方
々
の
手
に
よ
っ
て
組
上
げ
ら
れ
た

立
派
な
や
ぐ
ら
に
は
、
各
家
庭
の
お
飾
り

や
書
初
め
が
添
え
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

達
が
や
ぐ
ら
に
点
火
す
る
と
、
み
ん
な
の

思
い
を
乗
せ
て
炎
は
勢
い
よ
く
燃
え
上
が

り
ま
し
た
。

　

残
り
火
で
上
級
生
が
下
級
生
の
分
の
お

餅
も
焼
き
、
あ
つ
あ
つ
の
お
餅
を
美
味
し

そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

新
春
書
初
め
大
会

左
義
長
で

筆
の
上
達
を
願
う

今
年
１
年
の
防
火
と
防
災
を
願
っ
て
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■
川
北
町
サ
ッ
カ
ー
協
会
長
杯
フ
ッ
ト
サ
ル
秋
季
リ
ー
グ

　
（
10
／
12
～
11
／
16　

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
）

　

優　

勝　

今
江
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
（
小
松
市
）�

６
勝
１
敗
１
分

　

準
優
勝　

Ｇ
Ｔ
Ｏ
（
川
北
町
）�

４
勝
３
敗
１
分

　

第
３
位　

リ
バ
ー
デ
ィ
オ
（
川
北
町
）�

１
勝
１
敗
６
分

　

得
点
王　

丸
井　
　

貢
（
今
江
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
）

　
ア
シ
ス
ト
王　

別
宗　

麻
人
（
Ｇ
Ｔ
Ｏ
）

　
優
秀
選
手
賞　

二
木　

敦
嗣
（
今
江
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
）

　
　

〃　
　

別
宗　

麻
人
（
Ｇ
Ｔ
Ｏ
）

　
　

〃　
　

長
谷
田
光
保
（
リ
バ
ー
デ
ィ
オ
）

　
　

〃　
　

小
西　

清
隆
（
パ
パ
ソ
ニ
ッ
ク
）

　
　

〃　
　

小
西　

悠
平
（
川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
Ｕ
ー
14
）

■
川
北
町
サ
ッ
カ
ー
協
会
長
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
（
11
／
23　

小
松
市
）

　

優　

勝　

リ
バ
ー
デ
ィ
オ
Ｇ
Ｔ
（
川
北
町
）

■
か
が
・
の
と
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
歓
会

　

辰
口
大
会
（
５
年
生
）

　
（
12
／
13
・
14　

能
美
市
）

☆
予
選
リ
ー
グ

　

川　

北　

２
ー
０　

小
松
南

　
　

〃　
　

２
ー
１　

伏
見
台

☆
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

川　

北　

０
ー
２　

森　

本

■
小
松
能
美
郡
市
小
学
生
卓
球
大
会

　
（
12
／
14　

小
松
市
）

☆
小
学
校
対
抗
団
体
戦

　

優　

勝　

橘
小
学
校

　

第
３
位　

中
島
小
学
校
Ａ

　
　

〃　
　

中
島
小
学
校
Ｂ

☆
男
子
個
人
戦

　

優　

勝　

西
田　

有
翔
（
藤
蔵
）

　

第
２
位　

福
島　
　

柊
（
サ
ン
ハ
イ
ム
橘
）

　

第
３
位　

大
寺
恒
史
郎
（
中
島
）

　
　

〃　
　

小
川　

聖
矢
（
な
で
し
こ
タ
ウ
ン
）

☆
女
子
個
人
戦

　

優　

勝　

岩
本
美
依
奈
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

　

第
２
位　

吉
田
詩
依
菜
（
橘
新
）

　

第
３
位　

水
谷
内
瑠
夏
（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

　
　

〃　
　

山
先　

柚
芽
（
中
島
）

■
川
北
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
ク
リ
ス
マ
ス
大
会

　
（
12
／
23　

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
）

☆
レ
ッ
ド
ボ
ー
ル
の
部

　

第
１
位　

染
谷　

柊
真
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

　

第
２
位　

松
本
み
ら
い
（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

　

第
３
位　

中
村　

紗
英
（
下
先
出
）

　
　

〃　
　

山
田　

暁
士
（
下
田
子
島
）

☆
オ
レ
ン
ジ
ボ
ー
ル
の
部

　

第
１
位　

北
村　

和
久
（
下
先
出
）

　

第
２
位　

影
田
真
衣
香
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
）

　

第
３
位　

西
田　

未
来
（
草
深
）

　
　

〃　
　

橋
本　

夏
凛
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

☆
小
学
生
の
部

　

第
１
位　

永
井　

蒼
士
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
）

　

第
２
位　

高
橋　

麗
奈
（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

　

第
３
位　

田
中　

佳
輝
（
朝
日
）

　
　

〃　
　

西
尾　

春
香
（
木
呂
場
）

☆
中
学
生
の
部

　

第
１
位　

岩
山　

南
美
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
）

　

第
２
位　

永
井　

葉
菜
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
）

　

第
３
位　

高
橋　

優
奈
（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

　
　

〃　
　

鵜
川　

優
夕
（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

■
川
北
町
新
春
書
初
め
大
会
「
金
賞
」

　
（
１
／
５　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

☆
保
育
所
『
つ
り
』

　

濱
井　

萌
夏　
　

北
嶋　

千
尋　
　

新
谷　

架
奈

☆
小
学
校
１
年
生
『
て
ど
り
』

　

大
西　

冴
果　
　

青
木　

寧
　々
　

吉
岡　

迅
竜

☆
小
学
校
２
年
生
『
ひ
ま
つ
り
』

　

穴
田　

彩
貴　
　

坂
井　

杏
吏　
　

大
山　

修
司

　

山
田　

暁
士　
　

吉
田　

真
瑛

☆
小
学
校
３
年
生
『
大
き
い
川
』

　

研
野　
　

凛　
　

大
西　

翔
真　
　

濱
井　

春
歩

　

山
浦　

未
来　
　

塚
本　

知
里　
　

奥
村　
　

恵

☆
小
学
校
４
年
生
『
雪
ど
け
水
』

　

鳥
井　

雪
乃　
　

佐
々
木
渚
月　
　

室
谷　

天
舞

　

東　

明
日
翔　
　

坂
井　

皇
仁

☆
小
学
校
５
年
生
『
手
取
の
春
』

　

披
岸　

志
都　
　

富
樫　

希
成　
　

安
田　

菜
乃

　

山
森　

奏
奈

☆
小
学
校
６
年
生
『
輝
く
白
山
』

　

東　
　

亮
太　
　

原
田　

恵
実

☆
中
学
校
１
年
生
『
鮎
の
故
郷
』

　

東　
　

勇
斗

☆
中
学
校
２
年
生
『
白
山
遠
望
』

　

佐
々
木
里
奈　
　

出
口
可
奈
子

■
北
國
杯
争
奪
ス
キ
ー
大
会

　
（
１
／
12　

白
山
市
）

☆
小
学
３
・
４
年
生
女
子

　

第
１
位　

髙
野　

彩
羽
（
橘
）

■
小
松
・
那
谷
寺
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　

佳　

作　

堀　
　

正
博
（
下
土
室
）



「
が
ん
ば
る
み
ん
な
を
応
援
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
成
績
を
掲
載
し
、今
後

の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

連
絡
先

総
務
課

　電
話 

（
2
7
7
）1
1
1
1

　
　
　
　有
線 

2
0
3
1
ま
で

広報かわきた ● 平成27年２月7

3歳児健診で
よい子のみんな

3歳児健診で
よい子のみんな

新
しん

谷
たに

　　司
つかさ

くん
（下田子島）

荒
あら

川
かわ

　乃
の

愛
あ

ちゃん
（グリーンタウン）

中
なか

川
がわ

　莉
り

樹
な

ちゃん
（ひばりタウン）

出
で

口
ぐち

　颯
そう

真
ま

くん
（木呂場）

岩
いわ

㟢
さき

　優
ゆう

太
た

くん
（ひばりタウン）

辻
つじ

　あのんちゃん
（草深）

川
かわ

村
むら

　勇
はや

翔
と

くん
（木呂場）

界
さかい

　　　翔
しょう

くん
（サンハイム橘）

（２／14・15　白山市白峰アルペン競技場）

選　手
森　　光司　　高鍬　　裕
西田　　稔　　平野　　悟
宮本　敬明　　苗代　正盛
中島　春男　　山先　守夫

スーパージャイアントスラローム競技・
ジャイアントスラローム競技

石川県民体育大会
冬季大会スキー競技

出場選手

　12月 13日にジュニアバレーボールクラブの修了
式が行われ、クラブ員９名が参加しました。
　新チームでの活動が始まり、新たにクラブ員の募
集も始まります。みなさんもジュニアクラブに加入
し元気いっぱい活動しましょう。
　６年生の
皆さんは、中
学校に行っ
ても勉強や
クラブ活動
にがんばり
ましょう。

今年１年よくがんばりました !!
　１月 21日に川北中学校２年生の森遥香さん ( け
やきタウン ) が、前町長へ全国中学校スキー大会へ
出場することを報告しました。
　前町長が「強気で頑張ってください。」と激励す
ると、森さんは「全国には強い人がたくさんいます
が頑張ります。」と
健闘を誓いました。
　森さんは、青森県
大鰐温泉スキー場
で、２月６〜８日の
３日間ジャイアント
スラローム競技に出
場します。

森遥香さん全国中学校スキー大会出場

左
記
の
と
お
り
川
北
町
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
で
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

２
月
２
日
～
２
月
26
日�

俳　
　

句

�

ち
ぎ
り
絵

川
北
町
文
化
関
係
展
示
協
力
会
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税
の
申
告

所
得
税
・
町
県
民
税
の

申
告
は
３
月
16
日
㈪
ま
で

『
復
興
特
別
所
得
税
』の
記
載
漏
れ
に
注
意
!!

❶
★
所
得
税

　

所
得
税
確
定
申
告
の
受
付
期
間
は

　

２
月
16
日（
月
）か
ら
３
月
16
日（
月
）ま
で
で
す
。

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
、

復
興
特
別
所
得
税（
原
則
と
し
て
各
年
分

の
所
得
税
額
の
2.1
％
）を
所
得
税
と
併
せ

て
申
告
・
納
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

還
付
申
告
の
方
も
含
め
、
申
告
す
る

す
べ
て
の
方
に
つ
い
て
「
復
興
特

別
所
得
税
」
欄
の
記
載
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、「
復
興
特
別
所
得
税
」
欄
の
記
載
漏
れ

の
な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

★
町
県
民
税

　

町
県
民
税
の
申
告
は
、
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
や
確
定
申
告
に
代
わ
っ

て
、
あ
な
た
の
１
年
間
の
収
入
を
証
明
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

　

所
得
税
確
定
申
告
・
町
県
民
税
の
申
告
を
し
な
い
と
、
各
種
証
明
書
の
発

行
な
ど
の
手
続
き
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
３
月
16
日（
月
）

ま
で
に
役
場
税
務
課
ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。

【
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ
】

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
公
的
年
金
な
ど
の
源

泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控

除
以
外
の
各
種
控
除
を
受
け
る
と

き
は
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

復興特別所得税の
記入を忘れずに
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◇�

住
宅
ロ
ー
ン
控

除
の
延
長
・
拡

充
に
つ
い
て

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て
、

居
住
年
の
適
用
期
限
が
平
成
25

年
12
月
31
日
か
ら
平
成
29
年
12

月
31
日
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

平
成
26
年
４
月
か
ら
平
成
29
年

12
月
ま
で
の
間
に
居
住
を
開
始

し
た
場
合
、
個
人
住
民
税
の
控

除
限
度
額
が
９
７
，
５
０
０
円
か

ら
１
３
６
，
５
０
０
円
に
拡
充
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
拡
充
さ
れ

た
控
除
額
に
つ
い
て
は
、
消
費

税
率
が
８
％
の
場
合
で
す
。

居　住　年 住宅区分
所　　得　　税

個人住民税の
控除限度額

借入限度額 控除率
各年の
控除限度額

最大
控除額

最高限度額

平成25年１月～
平成26年３月

一般の住宅 2,000万円 1.0％ 20万円 200万円
97,500円

認定住宅 3,000万円 1.0％ 30万円 300万円

平成26年４月～
平成29年12月

一般の住宅 4,000万円 1.0％ 40万円 400万円
136,500円

認定住宅 5,000万円 1.0％ 50万円 500万円

◇�

上
場
株
式
な
ど
の
配
当
・
譲
渡
益
に
係
る
軽

減
税
率
の
廃
止
に
つ
い
て

　

上
場
株
式
な
ど
に
係
る
配
当
及
び
譲
渡
益
の
金
額
に
対
し
て
、
申
告
分
離

課
税
に
よ
り
課
さ
れ
る
税
率
、
所
得
税
７
％
、
住
民
税
３
％
に
軽
減
す
る
特

例
措
置
が
平
成
25
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
は
本
則
税
率
の
所
得
税
15
％
、
住
民
税
５
％
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

平成 25年分以前 平成 26年分以降

分離課税
所得税 ７％ 15％

住民税 ３％ ５％

平
成
26
年
分
の
所
得
税
・

27
年
度
の
町
民
税
に
適
用

主
な
税
政
改
正
の
内
容

❷
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2/16
（月）

2/17
（火）

2/18
（水）

2/19
（木）

2/20
（金）

2/21
（土）

2/22
（日）

2/23
（月）

9：00～
� 12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13：00～
� 15：30 ○ ○ ○ ○ ○ ○

税理士による確定申告納税相談が下記の日程で開催されます。

会場：町文化センター　視聴覚室

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）を
利
用
し
て
申
告
す
る
と
…

１
．
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能
で
す
。

２
．
税
務
署
に
行
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

３
．
自
動
計
算
さ
れ
る
の
で
、
計
算
間
違
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。

４
．
作
成
途
中
で
あ
っ
て
も
、
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
い
つ
で
も

作
業
を
再
開
で
き
ま
す
。

５
．
一
度
作
成
し
保
存
し
た
申
告
書
な
ど
の
デ
ー
タ
は
、
翌
年
以
降
の
申
告

書
な
ど
を
作
成
す
る
際
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
開
始
届
出
書
の
提
出
や
電

子
証
明
書
の
取
得
な
ど
の
事
前
準
備
が
必
要
で
す
。

　

※
電
子
証
明
書
の
取
得（
手
数
料
５
０
０
円
）、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
購

入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
３
年
間
と
な
っ
て
ま

す
の
で
、
お
持
ち
の
電
子
証
明
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
情
報
は

　

w
w
w
.e
-ta
x.n
ta
.g
o
.jp

・
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
操
作
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　

☎
０
５
７
０（
０
１
）５
９
０
１

・
税
に
関
す
る
情
報
は
：w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

IC カードリーダライタ

所
得
税
確
定
申
告

無
料
相
談
会

❸

❶ 印鑑（認印可）

❷ 給与所得や公的年金などの源泉徴収票

　（前年中の収入を明らかにできるもの）

❸ �医療費控除を受ける場合は医療費の領収書

　（支払額を集計したもの）

❹ 国民年金保険料などの控除証明書

❺ 生命保険料、地震保険料の控除証明書

❻� 寄付金控除を受ける場合は領収書、受領書

❼ 本人名義の振込口座がわかるもの

　（還付金が生じる場合）

申告に必要なもの

問
合
せ
先　

役
場
税
務
課　

☎
０
７
６
（
２
７
７
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　

小
松
税
務
署　

☎
０
７
６
１
（
２
２
）
１
１
７
１

便
利
な
電
子
申
告

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）

❹
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皆
さ
ん
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
ご

縁
が
あ
れ
ば
ど
こ
か
で
会
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。
風

邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
は
や
っ
て
い
る
時
期
で
す

の
で
、
体
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
機
会
が
あ

れ
ば
、
ま
た
川
北
町
に
遊
び
に
来
た
い
で
す
。
美
し

い
流
れ
、
豊
か
な
緑
、
未
来
が
と
て
も
明
る
い
町
で

す
！

　

こ
れ
で
私
の
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
短
い
間
で
し
た
が
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

�

国
際
交
流
員　

ザ
ン　

ジ
ェ
ン
ナ
ン

な
と
こ
ろ
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、

文
化
、
歴
史
を
思
い
な
が
ら
、
他
人
を
わ
か
り
あ
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
川
北
町
に
い
る
間
、
そ
の
大

切
さ
と
人
々
の
繋
が
り
と
い
う
の
を
勉
強
し
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
こ
の
レ
ッ
ス
ン
は
と
て
も
大
切
な
知
識

に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
半
の
生
活
と
経
験
を
身
に
つ
け
、
私
は
町
と

県
の
国
際
交
流
活
動
に
つ
い
て
も
理
解
で
き
ま
し
た
。

私
の
仕
事
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
な

お
つ
き
あ
い
が
あ
り
ま
し
た
。
町
の
教
養
講
座
で
は

町
民
と
の
ふ
れ
あ
い
を
元
に
、
私
が
知
っ
て
い
る
こ

と
を
皆
さ
ん
に
伝
え
ま
し
た
。
英
会
話
サ
ロ
ン
、
異

文
化
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
中
国
語
講
座
な
ど
の
ク

ラ
ス
で
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
勉
強
を
し
ま
し
た
。

中
学
校
、
小
学
校
、
児
童
館
、
保
育
所
な
ど
で
は
、

子
ど
も
た
ち
に
英
語
の
レ
ッ
ス
ン
を
教
え
、
自
分
の

母
国
の
カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
も
話
し
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ

に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

が
い
て
、心
か
ら
嬉
し
い
で
す
。
国
際
イ
ベ
ン
ト
で
も
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
外
国

の
文
化
で
楽
し
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら

れ
た
こ
と
だ
け
で
も
私
は
“
川
北
町
へ
来
て
よ
か
っ

た
”
と
思
い
ま
す
。

　

２
月
か
ら
私
は
18
ヶ
月
前
川
北
町
へ
来
た
時
み
た

い
に
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
川
北
町
で

習
っ
た
こ
と
を
身
に
つ
け
、
自
信
を
持
っ
て
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
迎
え
ま
す
。
町
内
で
お
世
話
に
な
っ

た
皆
さ
ん
に
は
と
て
も
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
私
は
た
く
さ
ん
の
勉
強
が
で
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
は
今
ま
で
私
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
期
待
を
大
切
に
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
。
カ
ナ
ダ
と
日
本
の
力
強
い
架
け

橋
に
な
れ
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
ま
す
！

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
お
元
気
で
す
か
？
寒
い

冬
の
中
で
す
が
、
元
気
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
か
？

　

今
日
は
皆
さ
ん
に
一
つ
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

私
は
今
年
の
１
月
で
川
北
町
か
ら
離
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
私
が
川
北
町
へ
来
て
か
ら
約
18
ヶ
月

と
な
り
ま
す
。
当
時
の
風
景
が
ま
だ
目
に
し
っ
か
り

残
っ
て
い
ま
す
。
夏
に
来
た
私
は
、
川
北
町
の
緑
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
都
会
で
育
っ
た
私
に
は
あ
ん

ま
り
見
る
こ
と
の
な
い
風
景
で
し
た
。
暑
い
中
、
川

北
町
の
皆
さ
ん
に
優
し
く
迎
え
て
も
ら
い
、
新
し
い

生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
川
北
町
で
の
初
め
て
の
生
活
は
、
全
て

が
ス
ム
ー
ズ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
語
が

し
ゃ
べ
れ
る
こ
と
で
生
活
上
の
こ
と
が
他
の
在
日
外

国
人
と
比
べ
て
比
較
的
に
容
易
で
し
た
が
、
最
初
は

川
北
弁
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
皆
さ
ん
と
の

交
流
の
中
で
段
々
と
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
都
会
の
生
活
と
は
違
う
田
舎
の
生
活
に
、
慣
れ

る
よ
う
周
り
の
皆
さ
ん
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ま
し

た
。
皆
さ
ん
が
く
れ
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
な
ど
が

と
て
も
役
に
立
ち
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
外
国
人
の
私

に
同
じ
町
民
と
し
て
皆
さ
ん
は
応
援
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
お
か
げ
で
、
私
は
新
し
い
環
境
で

の
生
活
が
楽
に
な
り
、
と
て
も
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

　

川
北
町
の
国
際
交
流
員
に
な
っ
て
、
あ
っ
と
い
う

間
に
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
短
い
間
と
感
じ
ま
す
が
、

私
は
た
く
さ
ん
勉
強
が
で
き
ま
し
た
。
川
北
町
や
石

川
県
の
国
際
交
流
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
人
と

の
繋
が
り
も
私
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
で
す
。
違
う

文
化
で
育
っ
た
人
々
は
、
こ
の
狭
い
世
界
で
生
活
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
に
は
自
分
の

文
化
や
考
え
が
あ
る
こ
と
を
と
て
も
感
じ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
人
々
は
“
違
い
”
だ
け
で
は
な
く
、“
同
じ
”

Ｊｉａｎｎａｎの四次元ポケットＪｉａｎｎａｎの四次元ポケットＪｉａｎｎａｎの四次元ポケットＪｉａｎｎａｎの四次元ポケット
ジェンナン

～最後のメッセージ～～最後のメッセージ～
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午
後
１
時
〜
８
時

▽
場
所　

町
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー

▽�

対
象　

町
内
の
女
性
の
方
（
男
児
に

つ
き
ま
し
て
は
、
保
育
所
ま
で
で
、

小
学
生
以
上
の
男
児
は
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
）

▽�

内
容　

当
日
は
女
湯
と
と
も
に
男
湯

も
開
放
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会

　

今
年
の
「
男
の
料
理
教
室
」
は
川
北

特
産「
味
噌
豚
丼
」に
再
度
挑
戦
し
ま
す
。

「
味
噌
豚
丼
」
作
り
に
ご
家
族
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
、
定
番
メ
ニ
ュ
ー
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

先
生
を
お
呼
び
し
て
の
本
格
的
講
座

が
ワ
ン
コ
イ
ン
で
楽
し
め
ま
す
。
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▽
場
所　

西
部
学
習
等
供
用
施
設

▽
会
費　

１
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
５
０
０
円

▽
定
員　

12
フ
ァ
ミ
リ
ー

▽
申
込
み
先　

教
育
委
員
会　

坂
井
ま
で

　

☎
２
７
７
ー
１
１
１
１

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
い
し
か
わ
に
よ
る
無
料
個
別
法

律
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
各
１
名
ず
つ
が

個
別
で
対
応
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▽
場
所　

寺
井
地
区
公
民
館
２
階

　
　
　
　

２
０
２
・
２
０
４
号
室

　
　
　
　
（
能
美
市
寺
井
町
ヨ
47
番
地
）

▽�

内
容　

通
信
・
訪
問
販
売
、
契
約
な

ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
、
土
地
、
債

　

中
学
校
２
年
生
を
対
象
と
し
た
立
志

式
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

▽
会
場　

町
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

川
北
中
学
校
２
年
生
83
名

　
　
　
　
（
男
子
45
名
、
女
子
38
名
）

▽�

そ
の
他　

式
典
終
了
後
、
記
念
行
事
と

し
て
国
際
交
流
員
と
の
グ
ル
ー
プ
交

流（
国
際
理
解
学
習
）が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会

　

今
年
で
50
回
目
を
迎
え
、
新
年
初
め

て
と
な
る
地
区
対
抗
戦
で
す
。
寒
さ
を

忘
れ
る
ほ
ど
の
熱
い
戦
い
が
行
わ
れ
る

町
民
卓
球
大
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
お
祈
り

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
40
分
〜

▽
会
場　

町
総
合
体
育
館

　

今
年
は
３
日
の
ひ
な
祭
り
の
日
に
、

ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
女
性
開
放

デ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。
女
性
だ
け
の
温

泉
に
、
一
日
ご
ゆ
っ
く
り
お
く
つ
ろ
ぎ

下
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
３
日
（
火
）

今月の納税
介護保険料
（普通徴収）　第８期
後期高齢者医療保険料
（普通徴収）  第11期

役場へのお問合せは…
 ☎   ２７７－１１１１㈹
FAX  ２７７－２５８４
◇有　線
総　務　課…２０３１
　　　　　…２０２１
税　務　課…２０５２
住　民　課…２０７１
福　祉　課…２３００
産業経済課…２０６１
土　木　課…２０４１
出　納　室…２０５１
教育委員会…２１１１
議会事務局…２０８１

橋場　智敏（橘）
30万円　福祉事業へ

寄附お礼
（敬称略）

催　

し

ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー

女
性
開
放
デ
ー

川
北
町
立
志
式

町
民
卓
球
大
会

男
の
料
理
教
室

無
料
個
別
法
律
相
談
会

お
知
ら
せ
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る
講
話

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
語
り
部

　

東
日
本
大
震
災
経
験
者

　

�　

�

田
村
剛
一
氏
（
岩
手
県
愛
宕
地
区

自
主
防
災
会
会
長
）

　

昭
和
23
年
福
井
地
震
経
験
者

　
　

赤
尾
嘉
樹
氏
（
元
高
校
教
諭
）

　

�　

�

道
原
仁
一
郎
氏
（
塩
屋
町
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
会
長
）

　

昭
和
38
年
豪
雪
な
ど
経
験
者

　
　

�

南　

永
一
氏
（
白
山
市
防
災
士
会

会
長
）

☆
金
沢
会
場

▽
日
時　

３
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▽�
会
場

　

石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　

本
館
３
階
第
５
研
修
室

▽
内
容

　

東
日
本
大
震
災
語
り
部
に
よ
る
講
話

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
語
り
部

　

東
日
本
大
震
災
経
験
者

　
　

�

澁
谷
大
司
氏
（
元
宮
城
県
多
賀
城

市
総
務
部
長
）

　

平
成
20
年
浅
野
川
豪
雨
水
害
経
験
者

　
　

�

東　

良
勝
氏
（
浅
野
町
校
下
連
合

会
会
長
）

　

�

ナ
ホ
ト
カ
号
重
油
流
出
事
故
な
ど
経
験
者

　
　

�

高
崎
政
一
氏
（
白
山
市
湊
町
寿
会

会
長
）

▽�

問
合
せ
先　

石
川
県
危
機
管
理
監
室

務
な
ど

▽�

問
合
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
い
し
か
わ

　

☎
０
７
６
（
２
５
９
）
５
９
６
２

▽�

対
象
者　

小
規
模
納
税
者
（
前
年
分

所
得
金
額
が
３
０
０
万
円
以
下
の
事

業
所
得
者
な
ど
）、
給
与
所
得
者
、

年
金
受
給
者
な
ど
の
方
で
す
。

▽
日
時　

２
月
21
日
（
土
）
〜

　

２
月
22
日
（
日
）
の
２
日
間

　

�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
は
除
く
）

▽
場
所　

ア
ル
・
プ
ラ
ザ
小
松
１
階

　

レ
バ
リ
ー
ホ
ー
ル（
小
松
市
園
町
ハ
23
ー
１
）

▽
問
合
せ
先　

北
陸
税
理
士
会
小
松
支
部

　

☎
０
７
６
１
（
２
４
）
６
８
０
１

　

過
去
の
災
害
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
、
災
害
経
験
者
自
ら
の
災
害
体
験
・

教
訓
を
語
る
イ
ベ
ン
ト
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

☆
加
賀
会
場

▽
日
時　

２
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▽
会
場　

白
山
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

５
階
大
会
議
室

▽��

内
容　

東
日
本
大
震
災
語
り
部
に
よ

税
理
士
に
よ
る
所
得
税
・

消
費
税
無
料
税
務
相
談

災
害
教
訓
語
り
部
の
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
包
括
相
談
会

危
機
対
策
課　

防
災
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
７
６
（
２
２
５
）
１
４
８
２

　

３
月
の
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
あ
わ

せ
て
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▽
会
場　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
松

　
（
小
松
市
日
の
出
町
１
丁
目
120
番
地
）

▽�

内
容

　

�

司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
の

相
談
、
精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
こ

こ
ろ
の
相
談

▽
対
象　

一
般
市
民

　

�

※
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
費
用　

無
料

▽
問
合
せ
先

　

石
川
県
南
加
賀
保
健
所　

健
康
推
進
課

　

☎
０
７
６
１
（
２
２
）
０
７
９
６

　

毎
年
３
月
は
、
自
動
車
の
検
査
・
登

録
が
集
中
し
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
継
続
検
査
（
車
検
）
は

有
効
期
間
の
満
了
す
る
日
の
１
ヶ
月
前

か
ら
受
検
で
き
る
制
度
を
利
用
し
て
、

比
較
的
空
い
て
い
る
２
月
中
旬
ま
で
に

受
検
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
名
義
変

更
や
廃
車
の
手
続
き
な
ど
は
３
月
上
旬

ま
で
に
済
ま
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先　

北
陸
信
越
運
輸
局

　

石
川
運
輸
支
局

　

登
録
に
関
す
る
こ
と

　

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
４
５

　

検
査
に
関
す
る
こ
と

　

☎
０
７
６
（
２
９
１
）
７
８
５
２

　

講
師
を
お
招
き
し
て
、
身
近
な
家
庭

の
問
題
か
ら
家
庭
内
暴
力
な
ど
、「
男

女
共
同
参
画
」
に
つ
い
て
解
り
や
す
く

お
話
頂
き
ま
す
。

　

ご
一
緒
に
「
男
ら
し
さ
女
ら
し
さ
」

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
８
日
（
日
）
午
後
７
時

▽
場
所　

川
北
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

視
聴
覚
室

▽
講
師　

藤
井
ま
り
子

　

能
美
市
男
女
共
同
推
進
員
会
会
長

▽
定
員　

40
名

▽
申
込
み
先

　

教
育
委
員
会　

坂
井
ま
で

　

☎
２
７
７
ー
１
１
１
１

自
分
に
と
っ
て
の

男
女
共
同
参
画
と
は

自
動
車
の
検
査
・
登
録

申
請
は
お
早
め
に
！

ご
案
内
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　平成27年度のスポーツ安全保険の加入受付が３月２日より始まります。

　この保険は、アマチュアのスポーツ・文化・ボランティア活動などを行う５名以上の団体を対象とし

て、経路往復中も含めた団体活動中の傷害事故および賠償責任を負う事故を補償するものです。

　また、急性心不全などの突然死に対して葬祭費用をお支払いし

て、団体員が安心して活動できるようにつくられた、営利を目的

としない互助共済的な補償制度です。

　万一に備えて、加入しましょう。

小さな掛金・大きな補償

“スポーツ安全保険”

【加入区分・掛金・補償額】

加入対象者 補償対象となる団体活動 加入
区分

年間
掛金

（1人当たり）

傷　害　保　険　金　額 賠償責任保険

支払限度額

（免責金額なし）

突然死

葬祭費用保険

支払限度額死亡
後遺
障害
（最高）

入　院
（日額）

通　院
（日額）

子ども
（中学生以下）

スポーツ・文化・ボランティア
地域活動 A1 円

800 
万円
2,000 

万円
3,000 

円
4,000 

円
1,500 

身体・財物賠償合算1事故5億円
ただし、身体賠償は1人1億円

180万円
スポーツ・文化・ボランティア
地域活動

AW 1,450
2,100 3,150 5,000 2,000 身体・財物賠償合算1事故5億500万円

ただし、身体賠償は1人1億500万円

上記団体活動以外（個人活動） 100 150 1,000 500 身体・財物賠償合算1事故500万円 対象外

大
人

高校生
以上

文化・ボランティア・地域活動 A2 800 2,000 3,000 4,000 1,500 

身体・財物賠償合算1事故5億円
ただし、身体賠償は1人1億円

180万円

スポーツ活動・スポーツ活動の指導 C 1,850 2,000 3,000 4,000 1,500 

子どもへのスポーツ活動の指導
（C区分でも加入可）

AC 1,300 1,000 1,500 2,500 1,000 

65歳以上 スポーツ活動（C区分でも加入可） B 1,000 600 900 1,800 1,000 

全年齢 危険度の高いスポーツ活動 D 11,000 500 750 1,800 1,000 

※上記以外にインターネット加入に限り、開催期間３か月以内の短期スポーツ教室専用の加入区分があります。

【対象となる事故】
団体活動中の事故
経路往復中の事故

【問合せ先】
〒920-0355　金沢市稚日野町北222　　

公益財団法人 石川県体育協会内

公益財団法人 スポーツ安全協会石川県支部

☎076-268-3100

または、川北町役場　教育委員会まで

【受付期間】
平成27年３月２日から
　平成28年３月30日まで

【保険期間】
平成27年４月１日から
　平成28年３月31日まで
（４月１日以降の申込みは、加入手続日の翌日から有効）

【ホームページアドレス】
http://www.sportsanzen.org
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はがき、ＦＡＸまたは電子メールに、①クイズの答え　②住所、氏名、年齢、電話番号
をお書きの上、広報誌記事の感想もありましたら、下記までお送りください。
■あて先　〒923－1295　川北町字壱ツ屋174　川北町役場総務課
　　　    e-mailアドレス　kouhou-kawakita@town.kawakita.lg.jp
   　 　　  F A X　       076（277）1748

【応募方法】

■締切り  ２月20日（金）
たくさんの方のご応募をお待ちしています。

　次の問題の答えを枠の中に入れて、Ａ～Ｅの文字を順番に並べてください。
正解者の中から抽選で図書カードをプレゼントします。

【ヨコのカギ】
①特別の人にだけ伝えること「○○○の
タレ」
③スポーツの試合で得点のことをなんと
いいますか？
⑥山に登ることをなんといいますか？
⑦演奏会などで各楽器の演奏をまとめる
人をなんといいますか？
⑧世界遺産の高野山がある県はなに県で
すか？
⑨「bule」は日本語でなんといいますか？
⑪フランスの首都はどこですか？
⑫「鮫」この漢字はなんと読みますか？
⑬その物の開閉などを禁ずるために印を
したりすることをいいます。
⑮黒い石と白い石を交互に置いてするゲ
ームをなんといいますか？
⑰決められた日時に遅れることをなんと
いいますか？
⑳川北町で昔から伝わる根性はなに根性
といいますか？「○○○○根性」
㉒外出するために準備したりすることを
なんといいますか？
㉓サラリーマンが首にまくひもといえば
なんですか？

【タテのカギ】
①くっしん運動で曲げるところは身体の
どの部分ですか？
②番号を押すと人と通話ができる機械は
なんですか？
③わずかにあいている所や時間をあらわ
す言葉といえばなんですか？
④「腰」この漢字はなんと読みますか？
⑤輪にしたひもを指を使ってある形にす
る遊びはなんですか？
⑥海などで岸から遠いところまで水が浅
いことをなんといいますか？
⑦車が走行するところをなんといいます
か？
⑩悪い評判のこと「○○○返上」
⑪フライをつくる時に最後につけるもの
はなんですか？
⑭川北町の特産品のひとつでジャムにも
使われています。
⑯どちらの力も同じ程度で差が無いこと
をいいます。
⑱「明るい」⇔「○○○」
⑲酢めしの上に魚介などがのった日本料
理といえばなんですか？
㉑ベンケイも泣くといわれる身体の場所
はどこですか？

※先月号の答えは「カガミモチ」でした。

●寺井警察署☎0761-57-0110　●壱ツ屋駐在所☎277-1744 有線4185　●木呂場駐在所☎277-0061 有線5821

　寺井警察署管内では、交通死亡事故件数・死者は４件４名で前年より１件１名増加しました。人身事故件
数・負傷者数は、前年よりやや増加しました。物件事故についても、前年より約70件増加しています。
　川北町では、前年と同数の１件１名の交通死亡事故が発生しており、人身事故件数・負傷者数については、
前年より減少しています。物件事故については、前年より約30件増加しました。
　本年は交通死亡事故０、人身事故、物件事故減少のため、安全運転を心がけ、交通事故防止にご協力をお
願いいたします。
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平成 26年川北町の交通事故発生状況

人身事故
発生件数

１５７件
（１４７件）
[１７３件]

　２３件
　（２７件）
　[３０件]

死者数

４名
（３名）
[２名]

１名
（１名）
[１名]

負傷者

１８４名
（１６９名）
[２０８名]

２９名
（３３名）
[３４名]

物件事故
発生件数

１１８０件
（１１０８件）
[１１９６件]

　１９３件
　（１６５件）
　[２０２件]

寺井警察署管内

川　北　町

　注:（　）内は平成２５年、[　]内は平成２４年を示しています。
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「サラバ！上・下」� 西　加奈子

川北町立図書館（川北町ふれあい健康センター２階）
☎２７７ー８７００　 ２７７ー８７０１
開館時間	 午前 10時〜午後６時
閉 館 日	 毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌水曜日）
	 年末年始

図書館
だより 今月の新刊

町ホームページにも新刊・新着案内が掲載されています。

法律相談
▽日　時　２月 10日（火）
　　　　　午後１時 30分〜
▽場　所　役場２階応接室
▽相談者　長谷川法律事務所
▽その他　ご希望の方は前日までに
　　　　　総務課にご予約下さい。

人権相談
▽日　時　２月 16日（月）
　　　　　午後１時〜
▽場　所　サンアリーナ川北
▽相談者　人権擁護委員

行政相談
▽日　時　２月 18日（水）
　　　　　午前９時〜
▽場　所　サンアリーナ川北
▽相談者　行政相談委員

健康相談
▽日　時　２月２日〜 23日までの
　　　　　毎週月曜日
　　　　　午後１時 30分〜
▽場　所　町保健センター
▽相談者　町保健師

心配ごと相談
▽日　時　２月３日〜 24日までの
　　　　　毎週火曜日
　　　　　午前９時 30分〜
▽場　所　町保健センター
▽相談者　町民生児童委員

● 今月の相談日 ●

　1977 年５月、圷歩は、イランで生まれた。父の

海外赴任先だ。チャーミングな母、変わり者の姉も

一緒だった。イラン革命のあと、しばらく大阪に住

んだ彼は小学生になり、今度はエジプトへ向かう。

後の人生に大きな影響を与える、ある出来事が待ち

受けている事も知らずに—。

・九年前の祈り� ／小野　正嗣
・自滅� ／柴田よしき
・雪炎� ／馳　　星周
・夜のくもざる
  村上朝日堂超短篇小説� ／村上　春樹
・オネスティ� ／石田　衣良

・あなたは、誰かの大切な人
� ／原田　マハ
・いのちの姿� ／宮本　　輝
・ゴースト≠ノイズ〈リダクション〉
� ／十市　　社
・晩鐘� ／佐藤　愛子
� ほか多数

「文芸の窓」へのお問合せは、俳句協会　　　東　孝洋さん（壱ツ屋㊒4173）　川柳かわらなでしこ会　広瀬茂子さん（上田子島㊒5327）
　　　　　　　　　　　　　　野の海短歌会　田西妙子さん（三反田㊒3201）まで
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2
月

才
才
才
才

83
70
95
83

草深
上田子島
壱ツ屋
上田子島

室谷　　　
酒井　俊男
先出谷　子
田島　行枝

（年　齢） （住　所）（氏　名）

佐野りおな

中川　　颯

亀田　陽生

宮西　　歩

宮西　　希

進藤　大希

北川乃々羽

（氏　名）

正　一・みなみ

友　博・理　恵

　集　・裕　美

　司　・　渚　

　司　・　渚　

一　規・千　春

昇　龍・知亜希

（保護者）

草深

サンハイム橘

ひばりタウン

草深

草深

下土室

木呂場新町

（住　所）

の の は

はるき

（12月分）

日 曜日
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11
12
13
14
15
16

17

18
19
20
21
22
23

24

25
26
27
28

日
月
火
水
木
金
土
日
月

火

水
木
金
土
日
月

火

水
木
金
土
日
月

火

水
木
金
土

ま ち の 行 事 保 健 行 事

保…保健センター　百…百寿会館　　　　　役…川北町役場　武…武道館
総…総合体育館　　サ…サンアリーナ川北　西…西部学供　　東…東部学供
文…川北町文化センター　図…川北町図書館　児…川北町児童館
コ…川北町コミュニティー＆スポーツ公園　西児…西部地区児童館

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

法律相談(PM1:30):役

２歳児健診(PM1:00):保

４・12か月児健診(PM1:00):保

わくわく子育て教室(PM1:30):保

資源ごみの日

交通安全の日

建国記念日

交通安全の日

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

行政相談(AM9:00):サ

人権相談(PM1:00):サ

町民卓球大会(AM8:40):総

農業委員会(PM1:30):役

立志式(PM1:30):文

健康相談(PM1:30):保

母親教室(AM10:00):保

両親学級(AM9:30):保

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

１歳６か月児健診(PM1:00):保

７か月児相談(AM10:00):保

２か月児相談(PM1:30):保

親子ふれあいサロン(AM10:30):保

どんぐりひろば(AM10:30):西児

どんぐりひろば(AM10:30):保

種類 日　　付→変更日付 変更地区名

可燃物 ２月11日（水）→２月10日（火）

西岡　　諒
佐野あかね

佐々木光男
越後　　薫

（氏　名）

志賀町
橘

下田子島
小松市

（住　所）

はやて

あゆみ

だいき

のぞみ

下土室・ひばりタウン・グリーンタウン・
サンハイム川北・下田子島・木呂場・木呂場新町・
サンハイム橘・なでしこタウン

容器包装
プラスチック

２月11日（水）→２月９日（月）
壱ツ屋・与九郎島・上田子島・
舟場島・橘・橘新・朝日

１月１日現在

人 口
（前月対比）

男
女

世 帯 数

6,295
　－２人

3,089人
3,206人
1,876戸

戸籍の窓

まちの
うごき

うぶごえ

たかさご

おくやみ

ごみ集めの変更のお知らせ
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このコーナーでは『わが家のアイドル』を募集しています。くわしくは、総務課まで。

２歳になって、イヤイヤ期に突入しつつある美優。
手を焼くこともあるけれど、元気で笑顔がかわいい
美優がパパもママも大好きです。名前のとおり、内
面が美しく、優しい子に育ってくれたら嬉しいな♪

父：勇樹　母：実穂（サンハイム三反田）

谷末　美優ちゃん
平成24年12月21日生

さあやとおててを繋ぐのが大好きなゆうあ。
ゆうあに手を繋がれると笑顔になるさあや。
これからもみんなで手を繋ぎながら、かわいい笑
顔をたくさんみせてね！２人とも、大好きだよ♥

父：幸司　母：綾乃（与九郎島）

ゆうあ

金子　優歩ちゃん
かねこ さあや

金子　咲彩ちゃん
平成25年１月２日生　 　　平成26年８月29日生

たにすえ みゆう かねこ

わが家のアイドル 2月

　１月11日に川北町学童野球クラブの必勝祈願が

白山市の白山比咩神社で行われ、全員が「一生懸命

練習して公式戦で良い成績が残せるよう頑張りま

す」と誓い心をひとつにしました。

目標を新たに必勝祈願

　新成人の皆さん、成人おめでとうございます。皆さん

の希望に満ち溢れた表情は、見ていてとても清々しい気

持ちになりました。

　この成人式で、久しぶりに顔を会わせる友だちも多く

いたかと思いますが、一緒にいるだけで笑えたりする友

達は一生の宝物ですよね。

　私にもそんな時代があったんだなぁと、昔を思い出し

ました。今後の活躍を楽しみにしています。

� （k！ k）

ちょっと一息

広報かわきた２月号　NO.548
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平成27年２月１日
川北町役場総務課
TEL（076）277-1111 ㈹
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http://www.town.kawakita.lg.jp

e-mail  kouhou-kawakita@town.kawakita.lg.jp


